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秋篠寺（奈良県奈良市） 編集部撮影
　秋

あき

篠
しの

寺
でら

は、奈良市にある寺院で、南門を入ると両側には高い樹木が鬱蒼としています。雑木林を抜けると気品のある本堂 
（国宝）へと続きます。本堂へ入ると秋篠寺の名を高めた伎

ぎ

芸
げい

天
てん

像
ぞう

立像をはじめ諸仏が並び、仏像との間に柵や垣根がなく間近
で見ることができます。
 （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

東京事務所　教育課

開催日：平成30年８月５日（日）
会　場：ボイラ・クレーン安全協会　５階講習会場
受講料：9,250円（消費税込み・テキスト代を含む）

※お問い合わせ・資料の請求は、下記へどうぞ

「移動式クレーン運転士安全衛生教育」開催のご案内

開催日：平成30年９月６日（木）
会　場：ボイラ・クレーン安全協会　５階講習会場
受講料：10,597円（消費税込み・テキスト代を含む）

30 9 3

30 8 ９日（木）～10日（金）

「移動式クレーン定期自主検査者安全教育」開催のご案内
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新たな視点で みつめる職場
創意と工夫で 安全管理
惜しまぬ努力で 築くゼロ災

全国安全週間スローガン

本週間 2018 7/1～7

第
　
　  

回
91

　

全
国
安
全
週
間
は
、
労
働

災
害
防
止
活
動
の
推
進
を
図

り
、
安
全
に
対
す
る
意
識
と

職
場
の
安
全
活
動
の
よ
り
一

層
の
向
上
に
取
り
組
む
週
間

で
す
。
昭
和
３
年
に
第
１
回

が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
一
度

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
、
本
年
で
第
91
回
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
職
場
に
お
け

る
労
働
災
害
防
止
活
動
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、
積
極
的

に
安
全
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

　

新
た
な
視
点
で

　
　

み
つ
め
る
職
場

　

創
意
と
工
夫
で

　
　

安
全
管
理

　

惜
し
ま
ぬ
努
力
で

　
　

築
く
ゼ
ロ
災

　

平
成
二
十
九
年
度
の
定
時
総
会
は
六
月
二
十
五
日
（
月
）
東
武
ホ
テ
ル

レ
バ
ン
ト
東
京
（
東
京
都
墨
田
区
錦
糸
一
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
前
田
会
長
が
議
長
に
あ
た
り
議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十

九
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
並
び
に
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

案
及
び
同
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
第
55
回
ボ
イ
ラ
ー
溶

接
士
溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会
・
第

49
回
ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け
技

能
競
技
全
国
大
会
及
び
安
全
管
理
優

良
表
彰
等
・
職
員
永
年
勤
続
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接

協
会
の
平
成
三
十
年
（
第
十
一

回
）
定
時
総
会
は
、
六
月
七
日

午
後
三
時
か
ら
東
京
都
江
東
区

亀
戸
一
丁
目
の
ア
ン
フ
ェ
リ
シ

オ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　

総
会
は
横
田
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
の
審
議
に
入

り
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
報
告
が
承
認

さ
れ
た
あ
と
、
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
を

上
程
し
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
五

月
十
六
日
の
理
事
会
で
役
員
案

を
審
議
し
了
承
さ
れ
、
本
日
そ

の
案
を
上
程
し
た
旨
の
報
告
を

し
た
。
審
議
の
結
果
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
第
五
十

八
回
溶
接
技
術
競
技
会
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
横
田
大
会

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
久
保

審
査
委
員
長
の
審
査
講
評
の
あ

と
、
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
入
賞

者
に
は
会
長
賞
、
東
京
都
知
事

賞
、東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞
、

江
東
区
長
賞
、江
戸
川
区
長
賞
、

ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安
全
協
会

長
賞
、
東
部
地
区
検
定
委
員
長

賞
、
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
、
産

報
出
版
賞
、
そ
し
て
各
部
門
の

上
位
（
三
位
ま
で
）
入
賞
者
に

会
長
特
別
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

最
後
に
後
援
団
体
と
来
賓
を

代
表
し
て
江
東
区
の
大
塚
地
域

振
興
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
約
一
二
〇
名
に
よ

り
懇
親
会
が
開
か
れ
和
や
か
に

歓
談
し
た
。

総会々場

横田大会々長アーク溶接の部
優 勝

東京パワーテクノロジー㈱
鈴木将太さん

半自動アーク溶接の部
優 勝

津覇車輌工業㈱
佐藤康弘さん

定
時
総
会
会
場

ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け

技
能
競
技
全
国
大
会

優
勝
チ
ー
ム

東
開
工
業
株
式
会
社
様

ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士

溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会

　

株
式
会
社
前
川
製
作
所

　
　
　
　
　

優
勝
者　

諸
岡
達
仁
様

定
時
総
会

一
般
社
団
法
人 

東
京
都
溶
接
協
会

平
成
三
十
年
度

　

定
時
総
会
・
表
彰
式
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

於 

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

溶接技術競技会  表彰式を開催
── 6 月7日㈭　於 アンフェリシオン ──
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〈介護休業と介護休業給付〉
〈介護休業制度〉
　介護休業は「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」に定められた制度です。事業
主は要件を満たした労働者の介護休業の申出を拒むことはできません。
　ただし、次のような労働者について介護休業をすることができないこととする労使協定があるときは介護休業の申出を
拒むことができ、拒まれた労働者は介護休業を取得できません。
　①その事業主に継続して雇用された期間が1年に満たない労働者
　②�その他介護休業をすることができないとすることについて合理的な理由があると認められる労働者（申出の日から93

日以内に雇用関係が終了することが明らかな労働者、1週間の所定労働日数が2日以下の労働者）

〈有期雇用契約者について〉
　有期雇用労働者は、無期雇用者の要件に加え、介護休業開始時において同一の事業主の下で1年以上雇用が継続しており、
かつ、介護休業開始予定日から起算して93日を経過する日から6か月を経過する日までに、その労働契約（労働契約が更新
される場合にあっては、更新後のもの）が満了することが明らかではないことが必要です。

〈対象となる介護対象の要件〉
　次の１.�及び２.�を満たす必要があります。
　１.���負傷、疾病又は身体上もしくは精神上の障害により、2週間以上にわたり常時介護（歩行、排泄、食事等の日常生活

に必要な便宜を供与すること）を必要とする状態にある家族（次のいずれかに限る）を、介護するための休業であ
ること。

　２.����被保険者がその期間の初日及び末日とする日を明らかにして事業主に申し出を行い、これによって被保険者が実際
に取得した休業であること。

　介護の対象者とは、被保険者の「配偶者（事実上の婚姻関係と同様の事情にある者を含む）」「父母（養父母を含む）」「子
（養子を含む）」「配偶者の父母（養父母を含む）」「祖父母」「兄弟姉妹」「孫」となります。

〈介護休業給付〉
　介護休業をして賃金が受けられなくなった場合、一定の要件に合致した雇用保険の被保険者に対して介護休業給付が支
給されます。介護休業給付は、介護休業終了後の職場復帰を前提とした給付金です。介護休業の当初からすでに退職を予
定しているのであれば、介護休業給付の支給対象となりません。
　支給される額は、1日当たり原則として介護休業開始前6か月の賃金を180で除した額×支給日数×67％を最大で93日分
となります（上限額・下限額あり）。

〈支給手続き〉
　事業主は、雇用している被保険者が対象家族の介護のため休業を開始した場合、休業開始時賃金月額証明書を事業所の
所在地を管轄するハローワークに提出しなければなりません。支給申請書の提出は各介護休業終了日（介護休業が3か月を
経過したときは介護休業開始日から3か月経過した日）の翌日から起算して2か月を経過する日の属する月の末日までに行
う必要があります。

　指差し呼称は、作業者の不安全行動の防止に効果があるといわれている。「指差し呼称」により確認する対象としては下表の
ようなものがある。指差し呼称に必要な時聞はわずか１〜２秒であり、緊急事態への対応で秒を争うような特殊なケースは別と
して、通常の作業においては時間的なロスにはならず、また、作業者個人で行えるという特徴がある。

人 

の 

確 

認

自　　　分 ①位置（対象物との距離、周囲の危険物）
②姿勢（頭・腕・足・腰などの位置）
③服装（作業帽・作業服・ボタン・そで口など）
④保護具（ヘルメッ卜・あごひも・安全靴・靴ひもなど）

共同作業者 相手の位置・姿勢・服装・保護具・合図など

物 

の 

確 

認

計　器　類 指示計器（温度計、流量計など）、警報設備
操 作 機 器 ハンドル（右回りか左回りか）、バルブ（開か閉か）、レバースイッチ（オンかオフか）、

電源（開か閉か）、操作パネル（自動か手動か）、インターロックなど
治　工　具 ナイフ・スパナ・ハンマーなど（所定のもの、状態）
資材・製品などの
置き方

積み方（高さ）、位置・方向・角度

標　　　識 危険物・有害物、立入禁止、停止線、火気厳禁、表示ランプ
保　護　具 保護帽、保護メガネ、耳栓、マスク、手袋、安全靴、シートベルトなど（性能など）

参考文献「新しい時代の安全管理のすべて」大関　親�氏

指差し呼称で安全確認
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講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　http://www.bcsa.or.jp

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3 階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6
タニビル 5 階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20
機缶健保会館 2 階

TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10
千葉第一生命ビル 2 階

TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2
JA共済埼玉ビル 6 階

TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3 階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

種類 講　習　名 7月 8月 9月 10月〜12月

技　

能　

講　

習

玉 掛 け 技 能 講 習 栃木7/3　埼玉7/4
甲信7/9

栃木8/6　埼玉8/1
千葉8/1　甲信8/23

茨城9/13　栃木9/4
甲信9/13

栃木10/2　11/6　12/4　茨城12/6
埼玉10/3　10/31　12/5　千葉11/7
甲信10/11　11/8　12/13

床 上 操 作 式
ク レ ー ン 運 転

栃木7/17　埼玉7/11
甲信7/19 埼玉8/22　千葉8/22 栃木9/11　埼玉9/26

甲信9/6

茨城10/11　栃木10/16　11/11　12/11
埼玉10/17　11/29　12/12
千葉11/29　甲信10/25　11/21　12/20

小 型 移 動 式
ク レ ー ン 運 転 千葉7/4 栃木8/23　埼玉8/29

甲信8/1 千葉9/25 栃木11/15
甲信10/1　12/5

フォークリフト運転 栃木7/9　7/13
埼玉7/17　千葉7/18 栃木8/21 栃木9/14　9/25

埼玉9/11　千葉9/4
栃木10/5　10/23　11/2　11/13　12/7
埼玉11/7　千葉12/5

ボ イ ラ ー 取 扱 東京8/2 茨城12/11　東京11/7

普通第一種圧力容器
取 扱 作 業 主 任 者 茨城7/10 東京12/13

は い 作 業 主 任 栃木7/26 栃木10/30

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転
特 別 教 育 栃木7/23　甲信7/30 栃木8/28　東京8/16

甲信8/30 栃木9/19　甲信9/18 栃木10/10　11/20　12/18　東京12/6
甲信10/19　11/29　12/17

高所作業車運転業務特別教育 栃木8/2

低圧電気取扱業務特別教育 栃木11/26

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者 栃木7/31　東京7/6 茨城9/26 栃木11/29

移動式クレーン定期自主検査者 甲信8/5 東京9/6 茨城11/14

移動式クレーン運転士 甲信7/7 東京8/5

玉掛け業務従事者
フォークリフト運転業務従事者 栃木8/31

★日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。

日
時
・
会
場

　

◦
八
月
二
十
五
日（
土
）　

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
九
日（
日
）　　
　

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
十
五
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
九
月
二
十
三
日（
日
）　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
十
月
十
三
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
十
四
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
一
月
三
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
一
月
四
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
七
月
三
十
一
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
午
後
〇
時

　

実
技
＝
七
月
三
十
一
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、五
〇
〇
円

　
　
　
　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　
　
　
　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902

１
日
▼
全
国
安
全
週
間（
〜
７
日
）

　
　
　

国
民
安
全
の
日

　
　
　

富
士
山
開
き

　
　
　
博
多
祗
園
山
笠（
〜
15
日
）

４
日
▽
米
国
独
立
記
念
日

５
日
▽
栄
西
禅
師
忌

６
日
▽
東
京
入
谷
朝
顔
市（
〜
８
日
）

７
日
▽
小
暑

　
　
　

七
夕

　
　
　

成
田
不
動
尊
祗
園
会

９
日
▽
東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市

　
　
　

鷗
外
忌

11
日
▽
国
際
モ
ダ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ョ
ウ2018

　
　
　
（
〜
13
日 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

13
日
▽
ぼ
ん
迎
え
火

　
　
　
東
京
靖
国
神
社
み
た
ま
祭

14
日
▽
熊
野
那
智
大
社
扇
祭

15
日
▽
ぼ
ん

16
日
▽
海
の
日

　
　
　

ぼ
ん
送
り
火

　
　
　

国
土
交
通
デ
ー

17
日
▽
京
都
八
坂
神
社
祗
園
祭

23
日
▽
大
暑

25
日
▽
大
阪
天
満
天
神
祭

26
日
▽
夏
休
み
２
０
１
８

　
　
　
宿
題
★
自
由
研
究
大
作
戦

　
　
　
（
〜
28
日 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

28
日
▽
相
馬
野
馬
追
大
祭（
30
日
ま
で
）

30
日
▽
大
阪
住
吉
祭（
〜
８
／
１
）

31
日
▽
芦
ノ
湖
湖
水
祭

※ 

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
関
係
諸

団
体
に
ご
確
認
下
さ
い
。


